
打
撃
を
受
け
、
ま
あ
撤
退
と
い
う
こ
と
で
、
撤
退
に
か
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
何
分
相
当
な
負
傷
者
や
犠
牲
者
が
出
て
お
り

ま
す
。

こ
の
負
傷
者
を
早
く
担
架
で
送
り
出
さ
な
い
こ
と
に
は
、
自
分

た
ち
は
撤
退
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
患
者
を
後
方
に
送

る
ま
で
、
こ
こ
で
一
応
頑
張
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
患
者
が
い
よ

い
よ
輸
送
完
了
し
た
時
点
で
、
私
た
ち
も
撤
退
し
、
ま
た
前
線
に

向
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

全
県
ま
で
は
敵
が
追
っ
て
く
る
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
追
撃
さ

れ
る
た
び
に
山
に
登
り
応
戦
し
、
ま
た
撤
退
し
て
は
、
山
に
登
っ

て
応
戦
と
い
う
こ
と
で
、
全
県
ま
で
■
り
つ
い
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
全
県
の
橋
が
ち
ょ
う
ど
焼
け
落
と
さ
れ
て
通
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
浅
瀬
を
見
付
け
て
歩
い
て
渡
河
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
全
県
で
、
い
よ
い
よ
撤
退
に
か
か
り
ま
し

た
と
こ
ろ
、
突
然
敵
が
追
撃
し
て
こ
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

八
月
二
十
五
日
こ
ろ
、
大
隊
本
部
に
集
合
、
部
隊
長
か
ら
終
戦

の
詔
書
の
朗
読
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
私
の
長
沙
・
桂
林
作
戦
の
労
苦
談
を
終
わ
り
ま
す
。
一

年
四
か
月
の
長
い
戦
闘
期
間
で
犠
牲
者
の
出
た
数
は
戦
死
、
戦
病

死
含
め
て
約
一
五
〇
〇
人
及
び
負
傷
者
が
約
一
五
〇
〇
人
程
度
を

出
し
て
、
復
員
集
結
地
で
復
員
業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

連
隊
本
部
行
李
中
隊　 宮

城
県
　
鈴
木
正
禧
　 

私
は
大
正
十
年
十
一
月
七
日
生
れ
で
、
昭
和
十
七
年
五
月
十
五

日
教
育
召
集
と
し
て
東
部
三
一
部
隊
に
応
召
、
六
月
十
三
日
引
続

き
臨
時
召
集
に
よ
り
一
時
、

東
部
二
二
部
隊
歩
兵
砲
中
隊
に
編
入
、

七
月
二
五
日
歩
兵
第
百
四
連
隊
に
転
属
の
た
め
仙
台
出
発
。
二
七

日
宇
品
港
出
帆
。
八
月
二
日
呉
淞
港
上
陸
、
八
月
二
二
日
湖
南
省

当
陽
に
到
着
し
、
歩
兵
第
百
四
連
隊
本
部
大
行
李
班
に
編
入
さ
れ

ま
し
た
。

大
行
李
は
民
家
を
改
造
し
た
所
で
向
い
合
っ
て
二
個
班
で
し
た
。

私
た
ち
初
年
兵
は
一
班
五
人
、
二
班
五
人
と
向
い
合
っ
て
暮
す
こ

と
に
な
り
、
こ
れ
が
戦
地
で
の
第
一
歩
で
し
た
。
翌
朝
、
軍
馬
「
仙

垣
」
を
渡
さ
れ
、
手
入
れ
を
し
た
の
が
作
業
の
始
ま
り
で
す
。
十

月
に
は
警
備
地
■
溪
河
附
近
に
は
も
う
雪
が
降
り
、
馬
の
手
入
れ



は
大
変
で
し
た
。

十
八
年
二
月
、
江
北
殲
滅
作
戦
が
本
格
的
な
初
陣
で
す
が
、
資

福
寺
か
ら
行
動
を
開
始
後
熊
家
河
附
近
で
敵
と
交
戦
前
進
中
「
パ

パ
ン
」
と
音
が
す
る
と
同
時
に
羽
黒
上
等
兵
の
軍
馬
「
青
木
」
が

私
の
左
眼
を
蹴
り
、
夜
、
担
架
で
後
送
、
沙
市
第
一
野
戦
病
院
に

入
院
し
て
、
二
〇
日
間
で
退
院
し
ま
し
た
。

部
隊
は
荊
州
に
移
動
、
五
月
に
は
江
南
殲
滅
作
戦
参
加
し
ま
し

た
。
雨
期
の
た
め
毎
日
大
変
苦
労
し
ま
し
た
が
、
特
に
強
い
雨
が

頭
か
ら
腹
を
通
し
て
流
れ
、
そ
れ
に
種
芋
を
食
べ
た
の
で
作
戦
終

了
後
赤
痢
に
な
り
大
変
で
し
た
。
年
が
ら
年
中
、
作
戦
々
々
の
連

続
で
し
た
。

一
年
で
上
等
兵
に
な
り
ま
し
た
が
、
古
い
兵
隊
に
夕
方
に
な
る

と
「
上
等
兵
集
ま
れ
」
と
毎
日
毎
日
が
大
変
で
、
こ
ん
な
こ
と
な

ら
上
等
兵
に
な
ら
ぬ
方
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

■
州
で
は
、
同
村
の
橋
本
学
、
柳
渕
信
次
君
が
南
京
か
ら
幹
部

候
補
生
終
了
後
連
隊
本
部
に
立
寄
り
、
大
変
な
つ
か
し
く
思
い
ま

し
た
。

十
八
年
七
月
、
沙
市
附
近
の
警
備
に
移
動
し
た
時
、
赤
痢
が
悪

化
し
、
軍
医
に
見
て
も
ら
っ
て
大
変
叱
ら
れ
、
早
速
入
院
し
た
が
、

一
日
血
便
が
三
五
回
も
出
て
悪
く
な
る
一
方
で
し
た
。
そ
ん
な
或

る
日
、
隣
の
戦
友
が
死
に
ま
し
た
。
こ
れ
で
私
も
死
ぬ
の
で
は
と

思
い
、
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
が
十
五
粒
ば
か
り
余
っ
て
お
っ
た
の
で
、

死
ぬ
前
に
と
、
全
部
飲
み
ま
し
た
ら
、
不
思
議
と
血
便
が
固
い
便

に
な
り
、
大
変
早
く
回
復
し
退
院
と
な
り
ま
し
た
。

常
徳
作
戦
は
病
後
の
た
め
参
加
で
き
ず
留
守
隊
と
な
り
、
体
重

も
六
〇
㌔
以
上
と
な
り
、
行
動
す
る
の
に
大
変
で
し
た
。

十
九
年
三
月
、
連
隊
砲
、
連
隊
機
関
銃
、
通
信
の
各
行
李
が
連

隊
本
部
行
李
に
合
併
。
ま
た
、
師
団
輜
重
連
隊
か
ら
八
〇
人
の
転

入
が
あ
り
、
行
李
二
班
、
弾
薬
六
班
、
総
勢
一
二
〇
人
に
も
ふ
く

れ
あ
が
り
、
連
隊
行
李
中
隊
編
成
で
湘
桂
作
戦
の
準
備
に
入
り
ま

し
た
。

四
月
に
は
飯
海
少
尉
が
弾
薬
班
に
着
任
。
湘
桂
作
戦
開
始
の
た

め
漢
口
附
近
に
集
結
。
五
月
湘
桂
作
戦
参
加
。
六
月
第
三
次
長
沙

作
戦
。

六
月
よ
り
八
月
に
か
け
て
衡
陽
作
戦
で
脩
県
へ
転
進
し
て
、

来
陽
へ
突
入
占
領
、
来
陽
附
近
の
警
備
に
つ
き
ま
し
た
。

特
に
思
い
出
深
い
の
は
渡
河
作
戦
で
し
た
。
そ
れは
私
は
金
■

（
泳
げ
な
い
）
だ
か
ら
で
す
。
七
月
江
口
渡
河
、
八
月
来
陽
、
鉄

関
舖
、
零
陵
へ
進
出
、
九
月
全
県
作
戦
と
夜
行
軍
ば
か
り
で
し
た
。



ま
た
、
空
中
戦
を
見
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

稲
刈
を
し
て
新
米
を
作
り
、
食
糧
を
確
認
し
て
、
い
よ
い
よ
桂

林
、
柳
州
攻
略
戦
へ
と
突
進
し
た
の
で
す
。
桂
林
の
桂
江
を
渡
河

し
、
十
一
月
宜
山
、
南
丹
、
独
山
作
戦
と
進
撃
し
た
あ
た
り
で
コ

レ
ラ
菌
が
川
に
流
れ
た
と
い
う
の
で
水
を
飲
ま
ぬ
よ
う
に
と
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
二
八
日
、
南
丹
で
第
七
中
隊
が
敵
列
車
を
捕
捉
し
た
あ

と
、
中
隊
が
通
過
し
ま
し
た
。
列
車
の
中
に
は
難
民
や
荷
物
が
山

積
み
し
て
あ
り
、
道
路
に
も
荷
物
が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。
朝
が

大
変
寒
く
て
、「
戦
闘
」
は
こ
ん
な
こ
と
か
と
思
い
ま
し
た
。

十
二
月
三
日
朝
、
独
山
後
方
の
高
い
山
で
小
休
止
を
し
て
い
る

と
、
敵
機
が
低
空
で
飛
ん
で
来
ま
し
た
が
、
ど
う
す
る
こ
と
も
出

来
ず
軍
馬
と
と
も
に
た
だ
伏
せ
る
ば
か
り
で
し
た
。
敵
機
は
二
、

三
回
旋
回
し
な
が
ら
襲
撃
し
、
機
銃
や
機
関
砲
弾
が
雨
霰
の
よ
う

で
し
た
。
そ
の
時
、
私
の
後
友
が
足
の
踵
を
射
た
れ
て
大
変
で
し

た
。独

山
で
は
弾
薬
庫
か
ら
火
災
が
発
生
し
て
、
村
田
曹
長
戦
死
外

負
傷
者
も
何
人
か
出
た
よ
う
で
し
た
。
三
日
独
山
出
発
反
転
、
麻

尼
、
六
塞
墟
、
丹
南
、
温
平
、
十
二
月
十
六
日
よ
り
、
連
隊
本
部

主
力
は
思
恩
附
近
の
警
備
で
正
月
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
敵
襲
の
た
め
分
■
や
警
備
で
大
変
で
し
た
。

宜
山
～
金
城
江
へ
と
反
転
す
る
の
で
す
が
、
金
城
江
の
渡
河
点

で
は
敵
襲
が
あ
り
、
兵
の
戦
死
負
傷
が
相
つ
い
で
、
米
山
町
出
身

の
第
四
中
隊
加
藤
忠
吾
上
等
兵
も
そ
の
一
人
で
す
。
後
送
さ
れ
復

員
し
ま
し
た
。

二
〇
年
三
月
、
海
福
三
千
雄
連
隊
長
が
転
任
、
野
口
連
隊
長
が

着
任
し
ま
し
た
。
二
〇
年
五
月
、
湘
桂
反
転
作
戦
、
宜
山
附
近
に

集
結
し
て
桂
林
に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。
桂
林
到
着
後
、
附
近
の

警
備
及
び
次
期
戦
闘
準
備
の
た
め
義
寧
県
に
て
警
備
し
ま
し
た
。

七
月
十
八
日
、
節
部
隊（
独
立
混
成
第
二
二
旅
団
）
に
連
絡
兵

と
し
て
毛
利
兵
長
以
下
各
班
よ
り
一
人
ず
つ
で
、
第
二
班
か
ら
は

私
で
し
た
。
週
番
の
沢
田
軍
曹
に
報
告
し
て
出
発
、
途
中
渡
河
し

て
前
進
し
て
行
き
ま
し
た
が
、
前
方
よ
り
頭
だ
け
擬
装
し
た
兵
隊

が
二
人
こ
ち
ら
へ
進
ん
で
来
た
の
で
、「
何
処
の
部
隊
だ
」
と
呼

ん
だ
が
返
事
が
無
い
で
、
私
が
確
か
め
る
た
め
前
進
し
て
い
き
ま

し
た
。

味
方
に
は
援
護
し
て
く
れ
と
言
っ
て
、
五
、
六
〇
㍍
進
み
ま
し

た
が
、
前
方
の
兵
は
部
落
や
高
い
所
に
散
開
し
始
め
た
の
で
、
私



は
後
退
し
、
毛
利
兵
長
と
話
し
、
私
外
一
人
が
中
隊
に
引
返
し
、

白
鳥
中
尉
に
報
告
、

石
川
軍
曹
以
下
二
個
分
隊
の
応
援
隊
と
共
に
、

敵
が
集
結
し
て
い
る
部
落
に
、
白
鳥
部
隊
の
指
揮
に
よ
っ
て
進
み

ま
し
た
。
そ
の
時
「
連
絡
兵
が
先
に
」
と
言
う
の
で
、
私
が
一
番

先
に
前
進
し
ま
し
た
。

細
道
を
ま
わ
り
始
め
た
と
こ
ろ
、
敵
軽
機
関
銃
の
音
と
共
に
敵

弾
が
飛
ん
で
く
る
の
で
、
夢
中
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
細
路
に
沿
っ
た
水

路
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
山
田
博
上
等
兵
は
軽
機
を
手
に
戦

死
し
て
お
り
ま
し
た
。
大
変
だ
と
思
い
水
路
に
沿
い
後
退
し
大
木

の
下
で
小
銃
で
応
戦
し
、
弾
丸
二
発
を
残
し
て
退
き
な
が
ら
、
一

寸
稲
の
中
に
腰
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
敵
迫
撃
砲
弾
が
四
方
に
絶
え
間
な
く
落
下
し
ま
し
た
。

私
は
肩
が
棒
で
殴
ら
れ
た
様
で
し
た
の
で
、
手
を
上
げ
て
み
た
ら

ば
、
傷
は
あ
る
が
大
丈
夫
と
、
渡
河
点
へ
向
っ
て
走
っ
て
後
退
し

た
ら
、
私
が
一
番
最
後
で
し
た
。
早
速
医
務
室
で
、
軍
医
さ
ん
の

手
で
、
迫
撃
砲
の
破
片
を
取
り
出
し
、
手
入
れ
は
毎
日
で
し
た
が
、

今
で
も
片
肩
は
使
え
ま
せ
ん
。

そ
の
後
の
情
報
で
は
、
敵
の
一
個
連
隊
が
到
着
し
た
ば
か
り
と

の
こ
と
で
し
た
。
戦
死
者
は
山
田
博
上
等
兵
、
佐
藤
静
夫
上
等
兵

の
二
人
、
負
傷
者
は
石
川
嘉
見
軍
曹
が
重
傷
で
後
送
さ
れ
、
他
は

私
以
下
三
人
位
い
だ
と
思
い
ま
す
。
義
寧
県
の
こ
と
は
、
一
生
の

思
い
出
の
一
つ
で
す
。

そ
れ
は
昭
和
二
十
年
七
月
十
八
日
で
し
た
。

七
月
末
反
転
、
第
二
次
行
動
開
始
し
て
衡
陽
に
向
け
出
発
。
八

月
二
十
四
日
、
衡
陽
城
外
西
北
三
キ
ロ
の
三
盤
橋
で
、
命
令
に
従

い
無
念
の
軍
旗
の
奉
焼
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
部
隊
は
そ
の
後
も
依
然
と
し
て
完
全
武
装
の
ま
ま
自

主
行
動
で
、
十
月
、
江
西
省
の
■
陽
湖
畔
、
湖
口
東
北
地
区
に
て

遂
に
武
装
解
除
を
受
け
、
抑
留
生
活
に
入
り
ま
し
た
。
失
望
と
落

胆
が
重
複
し
て
、
敗
戦
と
い
う
最
大
の
悲
惨
な
生
活
が
は
じ
ま
っ

た
わ
け
で
す
。

連
隊
本
部
は
流
斯
橋
に
、
各
隊
は
そ
れ
を
中
心
と
す
る
部
落
に

合
宿
。
廟
や
空
家
を
利
用
し
そ
こ
へ
藁
を
敷
い
て
、
豚
の
よ
う
な

生
活
で
し
た
し
、
給
与
は
中
国
側
か
ら
の
交
付
で
す
。
自
ら
が
困

苦
欠
乏
に
耐
え
る
以
外
に
は
何
も
の
も
な
か
っ
た
の
で
す
。

或
る
時
は
、
農
耕
の
手
伝
い
に
よ
る
食
事
か
せ
ぎ
で
、
一
食
で

も
残
っ
て
い
る
戦
友
に
食
わ
す
た
め
の
手
段
と
し
て
真
夜
中
の
一

時
、
二
時
ま
で
も
で
す
。
南
京
袋
を
持
参
し
て
、
野
菜
を
カ
ッ
パ

ラ
っ
て
来
る
仕
事
も
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

泥
棒
で
す
か
ら
…
…
。



使
役
で
一
番
良
い
こ
と
は
米
つ
き
で
し
た
。
戦
友
と
談
合
し
て
米

を
カ
ッ
パ
ラ
っ
て
満
腹
に
な
る
ま
で
食
う
た
め
、
生
命
の
危
険
を

感
じ
な
が
ら
内
地
送
還
の
一
日
も
早
い
こ
と
を
待
ち
ま
し
た
。
異

国
中
国
の
流
斯
橋
の
山
中
で
俘
虜
の
身
の
厳
し
さ
と
、
敗
戦
の
厳

し
さ
を
味
わ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

翌
二
一
年
五
月
帰
還
命
令
が
で
ま
し
た
。
実
に
十
か
月
の
間
、

並
々
な
ら
ぬ
辛
苦
を
味
わ
い
、
涙
を
飲
み
、
激
励
し
合
い
な
が
ら
、

た
だ
ひ
た
す
ら
に
祖
国
へ
の
帰
還
を
念
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
で
中
国
の
抑
留
生
活
も
終
始
符
を
打
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
九
江
か
ら
乗
船
、
揚
子
江
を
下
り
南
京
上
陸
、
無
蓋
貨
車
で

上
海
へ
。
昭
和
二
一
年
六
月
八
日
、
無
事
博
多
へ
上
陸
復
員
し
ま

し
た
。
今
も
っ
て
共
に
戦
っ
た
幾
多
の
戦
友
と
と
も
に
、
陣
没
英

霊
の
記
憶
が
脳
裡
に
刻
み
込
ま
れ
、
我
々
は
生
涯
忘
れ
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
。

今
後
と
も
戦
争
な
ど
起
こ
ら
ぬ
こ
と
を
祈
願
し
、
永
遠
の
平
和

へ
の
願
い
を
子
々
孫
々
ま
で
語
り
継
ぐ
こ
と
を
念
願
し
て
や
み
ま

せ
ん
。

南
支
の
戦
闘
　 

福
岡
県
　
松
添
久
　 

私
は
昭
和
十
七
年
二
月
十
日
、
小
倉
の
連
隊
に
潮
兵
団
補
充
要

員
と
し
て
集
結
し
、
南
支
那
へ
行
っ
た
。
現
役
で
す
か
ら
召
集
で

は
な
い
。
私
は
五
男
に
生
ま
れ
、
長
男
は
杭
州
湾
で
戦
死
し
ま
し

た
。
長
男
は
当
時
、
大
村
で
二
十
一
海
軍
航
空
■
、
大
村
海
軍
航

空
隊
、
大
村
連
隊
等
へ
の
物
資
輸
送
を
行
う
運
送
業
を
や
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
長
男
が
戦
死
後
は
、
私
が
十
六
歳
か
ら
一
家
の
大

黒
柱
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

徴
兵
検
査
は
第
一
乙
種
と
い
う
こ
と
で
小
倉
連
隊
に
入
営
し
ま

し
た
。
四
男
が
ビ
ル
マ
で
龍
兵
団
の
中
隊
長
を
し
て
い
た
が
、
十

九
年
十
一
月
二
日
に
戦
死
、
三
男
は
現
地
満
期
し
ま
し
た
が
、
当

時
内
地
に
帰
り
ま
す
と
す
ぐ
召
集
が
待
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
久

留
米
の
騎
兵
連
隊
に
入
営
、
北
満
警
備
か
ら
、
満
州
国
の
鉄
道
警

護
隊
に
入
り
ま
し
た
。
次
男
は
小
さ
い
と
き
に
亡
く
な
り
、
五
男

の
私
が
一
家
を
支
え
て
い
ま
し
た
が
、
入
営
に
よ
り
運
送
業
を
捨




